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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 令和４年度 八雲町立八雲小学校の体力・運動能力に関わる現状 
 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・「早寝早起き朝ごはん」の推進等により、

自己の生活習慣を主体的に調整するた

めの能力、よりよく健康的に過ごす能力

を育成する。 

・運動に進んで取り組む工夫をすること

により、運動に親しむことのできる能力

を育成する。 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・朝食摂取率が全国に比べて、男子が

3.7%、女子が 10.1％低い。 

・スクリーンタイムの時間が全国に比べ

て、男女ともに長い。 

・１週間の総運動時間が全国に比べて、男

女ともに少ない。 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・一部の学年を除いて、20ｍシャトルランに

課題がある。 

・全校的に 50ｍ走に課題がある。 

・低学年で、柔軟性に課題がある。 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 「どさん子元気アップチャレンジ」を意識した「短なわタイム」の導入 

体育授業の導入時の３分程度を活用し、子どもが自己の体力等の実態に応じて 

跳び方や回数を工夫して取り組むとともに、自己の伸びを実感させるために、取 

組の状況を記録して蓄積する。 

２ 多様な運動に親しむことのできる運動環境の整備 

休み時間や運動が可能な時間に、手軽に運動に取り組むことができるよう、体 

育館やグラウンド等に運動できる器具やスペース等を設置し、環境整備を行う。 

３ 児童の委員会活動と連携した運動機会の提供 

児童会活動と連携し、体育館やグラウンドで、児童が運動に対して、興味・関 

心をもって取り組むことができるよう、運動機会の提供を行う。 

・持久的な運動の継続した取り組み（縄跳びチャレンジ等） 

・走力アップのための計画的な環境整備（グラウンド設営） 

・より運動に親しむための環境整備（運動遊び・機会の充実） 

令和４年度 八雲町立八雲小学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・ダッシュ練習や陸上運動を含めたスピー

ド強化を行うことにより、全身持久力の強

化や心肺機能の向上を図る。 

・体育の学習過程やＩＣＴの活用等を工夫

することにより、挑戦心や自己肯定感を育

む。 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
・児童アンケート 
・学校評価等 

【成果指標】 
・平日のスクリーンタイムが、１時間未満と回
答する児童の割合が 80％以上 

・「早寝早起き朝ごはん」が定着している児童の
割合が 80％以上 

 

【評価結果】 
・中間評価（10月） 
平日のスクリーンタイムが、１時間未満の児 
童の割合が 23.1％（１年生除く）だった。 
朝食を食べている児童の割合が 89.0％、同じ 
時刻に就寝、起床している児童の割合が、そ 
れぞれ 70.3％と 80.3％（１年生を除く）だっ 
た。 

・最終評価（２月） 
 10 月実施の評価から変化はみられなかった。 
 

【取組指標】 
１ 全学年で継
続 的 に 実 施
し、定期的に
振り返りを行
う。 

２ 全校で実施
し、必要に応
じて、器具の
更新を行う。 

３ 全校児童を
対 象 に 実 施
し、適宜、改善
を行う。 

 

握
力

上
体
起
こ
し

長
座
体
前
屈

反
復
横
と
び

2
0
m
シ
ャ

ト

ル
ラ
ン

持
久
走

5
0
ｍ
走

立
ち
幅
と
び

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

投
げ

握
力

上
体
起
こ
し

長
座
体
前
屈

反
復
横
と
び

2
0
m
シ
ャ

ト

ル
ラ
ン

持
久
走

5
0
ｍ
走

立
ち
幅
と
び

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

投
げ

ｋｇ 回 ｃｍ 点 回 秒 秒 ｃｍ ｍ ｋｇ 回 ｃｍ 点 回 秒 秒 ｃｍ ｍ

Ｒ４学校平均 11.9 13.6 22.6 23.8 19.1 12.2 120.3 7.7 11.4 12.5 26.6 23.3 14.3 12.6 103.7 5.5

R3との比較 62 .6 53 .1 44 .2 41 .1 50 .2 41 .6 51 .8 47.6 63 .4 51 .9 46.7 40 .8 47.6 41 .8 47.0 48.8

Ｒ４学校平均 14.4 16.2 24.8 29.3 20.9 11.1 127.1 11.6 13.2 15.1 26.0 27.9 18.1 11.9 119.9 7.0

R3との比較 65 .0 54 .2 44 .4 46.4 44 .6 44 .1 49.9 51 .2 63 .0 53 .1 42 .1 45.1 44 .9 37 .9 50 .3 48.3

Ｒ４学校平均 15.6 16.0 32.4 34.2 27.0 10.6 131.3 13.0 15.4 15.2 32.1 31.7 20.2 10.7 123.4 9.0
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R3との比較 64 .1 52 .7 51 .8 46.8 46.2 42 .1 51 .3 46.6 60 .3 47.6 46.2 49.5 44 .3 46.3 49.0 47.2

Ｒ４学校平均 19.1 20.3 34.1 43.2 40.2 9.9 155.9 17.6 20.0 19.4 36.6 42.2 29.3 9.9 145.7 12.9

R3との比較 57 .4 52 .4 50 .7 53 .4 46.8 45.8 51 .9 46.3 60 .0 52 .5 48.6 54 .6 44 .5 47.3 50 .2 49.2

Ｒ４学校平均 23.2 20.9 36.4 43.7 48.3 9.1 157.1 24.2 23.2 19.0 38.7 42.9 31.2 9.6 146.8 16.1

R3Ｔ得点 57 .5 48.6 50 .7 46.8 44 .4 46.7 45.9 48.6 58 .7 48.6 47.7 49.1 41 .0 44 .4 45.7 50 .3

　　令和４年度版　新体力テスト分析ツール【学校対照表】
男子 女子

【八雲町立八雲小学校】

小
学
校

第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

【評価方法】 
・複数回の新体力テスト 
・児童アンケート 

【成果指標】 
・20ｍシャトルランの全国平均－５ポイント
を超える児童の割合が 80％以上 

・挑戦心や自己肯定感を育むことができてい
ると実感している子どもの割合が 80％以上 

【評価結果】 
・中間評価（10月） 
 挑戦心や自分に自信をもって授業に取り組
むことのできている児童の割合が、89.8％だ
った。また、授業の中で自分の動きがよくな
ったと感じる児童の割合が 85.3％だった。 

・最終評価（２月） 
 10 月実施の評価から変化はみられなかっ
た。 

 



八雲町立八雲小学校
目指す子どもの姿

全校児童数 454名（男子228名 女子226名）

教職員数 31名 兼務校 八雲町立山越小学校

自己肯定感や主体的に運動に取り組む意欲を高める授業づくり

・きたえる子・・・体をつくる
・運動が大好きな子・・・休み時間の運動遊びの奨励

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

単元や内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

「導入」場面における指導の手立てのポイント 「まとめ」場面における指導の手立てのポイント「展開」場面における指導の手立てのポイント

・単元導入時の計画的、具体的なオリエンテーション

・ＩＣＴの効果的な活用による協働的な課題解決場面の設定

・ポイントを振り返ることのできる学習内容の掲示

○ 仲間との対話を通した協働的な
学びの設定

【Point】
子どものよい部分を認める適切

な声掛けを行う

○ 児童の自己変容を実感させる振
り返り活動

【Point】
本時の課題から次時のめあてを

設定し、更なる挑戦心を育む

【Point】
ＩＣＴ機器を活用した視覚的支

援（めあての提示）を行う

○ 単元及び本日のめあてと授業の
流れの確認



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

委員会活動と連携した取組 運動環境の整備

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・体育委員会と連携し、体力向上につながる運動遊びを
取り入れた。

・委員会活動を利用し、体育で効率よく使用できるよう
器具等を整理・整頓した。

・投げる力を高めるため、的当てコーナーを設置したり、Ｉ
ＣＴを活用した的当て遊びを取り入れたり、巧みな動き等
を高めるために、体育館の床にテープを張ってラダーを作
成したりするなどして、日常の運動遊び等に活用

・握力、上体起こし、立ち幅跳び、ソフトボール投げの

種目については、数値を高めることができるよう、授

業以外の組織的な取組を含めて、継続的に指導を行っ

ていく必要がある。

・20ｍシャトルラン、50ｍ走の種目については、発達段

階に応じた持久的な運動や走る動きを、体育授業や休

み時間等も含め、学校全体で取り入れる必要がある。

・新体力テストでは、テスト実施前に目的やポイントに

ついて、児童や教員間の理解を深めた上でテストを実

施したことにより、数値の向上につなげることができた。

・低学年から高学年まで、発達段階に応じた授業スタイ

ルを確立したことにより、学びに対する意欲が向上した。


